
接種券の発送や接種予約の方法は

自治体によって異なります。

接種をご希望の場合は、住民票

がある市町のホームページ等

でご確認ください。

2回目接種後、時間経過とともに発症予防効果は

低下しますが、3回目接種を行うことによりその

効果が回復すると報告されています。

発症予防効果（イメージ）

出典：厚生労働省リーフレット

2回目接種から
5か月以上の間隔を
あけます
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5～11歳の接種後7日間に現れた症状発現率

2回目 3回目

接種部位 疲労 頭痛 筋肉痛 発赤 発熱 下痢 嘔吐
の痛み

3回目接種後には、2回目接種後とおおむね同様の副反
応の症状がみられます。

【接種後の副反応について】

その他、2回目接種と比べると脇の下のリンパ節の腫れ
が多く報告されています。

5～11歳用のワクチンがオミクロン株流行下でも有効である

との最新情報を踏まえ、５～11歳の方の新型コロナワクチン

接種に努力義務の規定が適用されました。

ただし、接種は強制ではなく、ご本人や保護者の方の判断に

基づいて受けていただくことに変わりはありません。

詳しくはこちら → 厚生労働省ＨＰ「新型コロナワクチンＱ＆Ａ」

出典：厚生労働省リーフレット、
新型コロナワクチン予防接種について
の説明書（小児追加（3回目）接種用）


